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研究成果の概要（和文）：　本研究は、Elaboration Likelihood Model（精緻化見込モデル）により、東アジア
各国の観光消費者の消費行動分析比較を行うことを目的に出発した。しかしながら本研究開始の２年目後半よ
り、COVID-19による世界的なパンデミックの状態となり、その影響により、観光市場は完全な閉鎖状況に陥り、
数年に渡り壊滅的打撃を受けることとなった。そこで、本研究は、パンデミックからの観光市場回復シナリオに
研究テーマを変更し、対応を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to analyze and compare the consumption 
behavior of tourism consumers in East Asian countries using the Elaboration Likelihood Model. 
However, from the second half of the second year after the start of this study, COVID-19 became a 
global pandemic. As a result, the tourism market fell into a state of complete closure and was 
devastated for several years. Therefore, this research changed the research theme to a tourism 
market recovery scenario from the pandemic and continued the survey with new research question.

研究分野：観光情報行動論

キーワード： 観光産業　消費者行動　メディア効果　COVID-19　ELM理論　リスク分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、ELM理論においてCOVID-19に起因する「経済リスク」や「社会リスク」、また「健康
リスク」概念を位置づけた点にある。本来、ELM理論は、Cognitive側面に起因する安定的・継続的な中心ルー
ト、Affective側面に起因する不安定的・短期的な周辺ルートという2ルート理論であったものが、第三項の「リ
スク概念」により、調整効果を得ることがいくつかの論考で検証された。この点は、COVID-19による不幸中の幸
いである。
　その一方、社会的意義としては、情報源信頼性と議論的信頼性の二つの信頼性の活用により、最も効果的な観
光産業復活へ向けたロードマップを示したことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1)本研究開始当時、日本への訪日外国人数は、Visit Japan政策の成果浸透もあり、着実に

実績をあげ、2018年度も過去最高を更新中であった。 
(2)その中でも東アジア、主として中華系訪日外国人達は、ネット情報に影響される特殊な
消費行動を有していることで知られている。 

(3)日本や他国の消費者との比較を基に、これら訪日中国人消費者の情報消費行動特性を把
握し、購買態度変化を実証的に解明する必要性があった。 

 

２．研究の目的 

(1)本研究では、観光消費者に有効な「リスク」と「信頼」、東アジア圏を考慮した「社会関
係資本」を導入し、拡張精緻化見込モデルの観点から東アジア観光者の購買態度とその決定

要因を解明するのが当初の目的であった。 
(2)本研究結果は、実践面では観光マーケティングへの活用、学術面では観光消費行動論に
おける「認知プロセス」解明を目的としており、国際比較研究によるインバウンドの国別特

徴の把握により、更なる観光産業進展を期待していた。 
(3)その一方、研究開始２年目、2019 年後半より COVID-19 に起因したパンデミックが世
界的に発生し、その影響により観光市場は完全な停滞状況に陥り、数年に渡り壊滅的打撃を

受けることとなった。そこで、本研究は、パンデミックに起因する閉塞観光市場からの回復

に研究テーマを変更し、継続的研究を行うことにした。 

 

３．研究の方法 

(1)本研究における方法論の出発点は、Petty & Cacioppo (1986) により提案された 2ルー
ト理論である。この理論は、以下図に示した「精緻化見込モデル(Elaboration likelihood 

model: ELM)」と呼ばれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(2)上記 ELMによれば、購買態度(Attitude)を形成するルートは 2つある。上部の中央ルー

トと、下部の周辺ルートである。 
(3)中央ルートは、情報の信頼性を判断するために議論の質(Argument quality)を重視し、
精査するルートである。したがって、精緻化へのコストが高く、労力のかかるルートとして

知られている。 
(4)一方周辺ルートは、情報の信頼性を情報源信憑性(Source credibility)に求め、簡略的に判
断しようとする。したがって、精緻化へのコストが低く、労力のかからないルートである。 

(5)つまり、口コミに影響されて購入の態度変化を行う消費者は 2 通りいる。精緻化への労
力と時間をかけ情報の質を自分自身で判断する慎重な消費者。もう一方は、時間と労力をか

けず情報源の信憑性を判断材料とする簡略型消費者。特に、爆買いで知られる中国人消費者

の特性は、後者の特殊なケースであると想定される。 



(6)このような ELM理論の説明に対して、COVIDE-19が影響を与える各「リスク」因子は、
消費者態度に調整効果を与え、ネガティブな影響関係を与えていると考えられる。本研究に

おいては、このリスク因子の影響構造を解明する。 

 

４．研究成果 

(1) 精緻化見込モデルを援用し、一連の中国人観光客を対象としたオンライン・クチコミ情

報の受容プロセス実証調査を行った。中心ルートである議論の質は情報有用性に影響を与

えながらも、周辺ルートである情報源信頼性は情報有用性に影響力を及ぼさないことが明

らかとなった。 

(2)中国人観光客を対象とした同様の調査は、観光者個人能力や動機の高低グループもおい
ても同様に実証された。 
(3)また、中国人観光客同様に、シンガポール在住の中華系観光者、カナダ在中の中華系観

光者も従来型 ELM2 ルート理論が修正され、1 ルートの修正 ELM 理論が構造方程式モデ
リング(SEM)によって提出された。 
(4)この結果を踏まえ、この修正型１ルート理論はどのような状況で適応されるのか、また

この修正型理論と中国人観光者、他国の中華系観光者との関係性はいかなるものかという

特定は今後の課題である。 
(5)また、ELM の２ルート理論に対して COVID-19 に起因するリスク因子はネガティブな

調整効果をもたらすことが確認されている。パンデミック中の社会的リスクが高い状態に

は特に顕著なこの傾向が現れることが観察されたが、ELMの２ルートや１ルート理論に対
する緻密な影響構造の解明は今後の課題である。 
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